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＜連絡事項＞
　・馬渡Dｒ診察時クロザリル内服患者は火曜日診察している。
そのため木曜日の診察時誘導不要との事です。

＜東病棟入室状況＞
【転入】
・中居　敬悦様～西病棟Bユニット26号室→東病棟Bユニット3号室

【転入】
・石切　久様～東病棟Bユニット3号室→西病棟Bユニット26号室

＜患者様連絡事項＞
・中村　豊様～フルデカシン(25)1A筋注処方、左臀部に施行。

・江渡　保子様～炭酸リチウム錠（1００）1T　6日分処方、
服薬困難時スキップ指示あり。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。前開放時は迷惑行為なく経過したが、午後開放時他患者様の布団などを取り、迷惑行為あった為早めに開放観察終了している。その後は奇声一時的に聞かれている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。幻聴・妄想様の言動は聞かれている。声をかけた際は気
分高揚、多弁さ見られている。壁蹴り一時的にあるも、止めるように話すとすぐに終えられている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・中川原　佳宏様～他患者に対し繰り返し煽る行為見られているも一時的。
粗暴的になる事はなく経過している。

・戸来　栄一様～テンキー弄りや不穏さは無く自室にて過ごされている。

・安達　貴浩様～粗暴行為無いが苛々感、幻聴に左右された訴えや被害的言動頻回。
　　　　　　　　表情硬さ、他患者トラブル見られている。
																																					
＜田名部Dr診察＞
・早狩　千賀子様～本日の主治医診察でアルコールプログラム開始するよう指示あり。

・赤石　陽介様～主治医より八戸市立市民病院呼吸器科へ問い合わせした所、
今後受診の必要性はなく、酸素吸入していない為、呼吸器の障害手帳
の更新も不要との事。

・安達　貴浩様～粗暴行為や興奮のしやすさ、トラブルも増えている為、本日昼より
ホリゾン2mg毎食後に各1T追加となる。薬剤変更についての拒否はない。

・若沢　理子様～本日より朝、夕の炭酸リチウム(200)1T除剤するよう指示あり。


＜馬渡Dr診察＞
・山本　邦子様～臨時薬同内容4日分処方。

・中野　光様～臨時薬処方変更、点滴内容変更無く7日分処方となる。
今後経管栄養も視野に入れ家族へ方向確認するよう指示有り。

・田中　啓惇様～ホリゾン2mg、エスシタロプラムＯＤ錠１０ｍｇ
今後段階的に減薬していく方向。点滴は本日で終了。
ALPは来週以降で開始の指示有り。

・上村　枝美子様～処方変更無し。今後介護認定調査進めていき退院支援引き
続きしていくよう指示あり。

・佐々木　理香様～リボトリール錠　2錠/日　→　3錠/日へ増量。
レボトミン錠25ｍｇ毎食後　→　レボトミン錠25ｍｇ
　朝・夕へ減量他同内容にて7日分処方となる。

・宮崎　宏之様～リボトリール錠１ｍｇ　4錠/日→5錠/日へ増量、
他同内容にて7日分処方となる

・高橋　やす様～臨時薬処方変更無く7日分処方。

＜皮膚科診察＞
・澤口　利香様～左眼周囲は軽減。その他特変なし。尿素クリーム　1本処方。

・小笠原　久年様～特変なし。同前処置。

・青木　昭弘様～両前腕　発赤、かゆみ(+)　同前処置。

・安達　貴浩様～①左三井後部に軽度発赤。②顎部に発赤・腫脹→毛包炎
ゲンタマイシン軟膏1本処方。

・山本　邦子様～漸次軽快。同前処置。エキザルベ　１本処方。


・中野　光～臀部、左足　２×１㎝の表皮剥離→テラマイシン+ガーゼ
テラマイシン軟膏１本処方。

・二部　定男様～①仙骨　１×２㎝　の表皮剥離。局面→保護テープ貼付
②周辺に痂疲テラマイシン軟膏+ガーゼ。
[bookmark: _GoBack]テラマイシン軟膏　１本処方。
